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2024・４・27 発行 文責：菅野 弘尊 

希望の鐘 

 
「興味あることにまっすぐ」 

校長 菅野 弘尊 

 

 令和６年度が始まりました。幼稚部と小学部に新入生を迎え、全校幼児児

童生徒は２人増えて20名でのスタートです。０才から２才児のお子さんと

保護者の方が通う、乳幼児相談室「ひよこ組」も動き出しています。 

 その乳幼児相談室の「はじまりの会」に出席したときのことです。普段目

にしない大人がいるからなのか、小さなお子さんたちがじっと私の顔を見て

います。こちらはニコニコと笑顔になったり少しかしこまった顔をしたりす

るのですが、子どもたちはくりっとした目でただひたすらこちらを見つめ続

けています。瞬きもしないで、そして穴があくほど見るという言葉通りに、

本当に「じっ」と。そのかわいらしい顔を見ながら、０才のお子さんから中

学部３年生に至るまでの、子どもたちの興味や心の動きに思いを馳せまし

た。「よほど面白い顔に見えるのかな。」「じっと見つめながら、何を感じ、ど

んなことを考えているのだろう。」。そういえば昔、乳幼児の聴力測定をして

いるときも、動くおもちゃや光るランプには目もくれずずっと私の顔を見続

けていたお子さんもいたっけ、と思い出しました。小さな身体で動きが小さ

くても子どもたちの頭の中は興味でいっぱい、面白いことや不思議だと思う

ことにまっしぐらに向かうことができる素晴らしい力をもっています。                     

 子どもたちには知的好奇心を大切にし、伸びて行って欲しいと思います。

人が成長する過程には、必ずお子さんたちが「なぜ？どうして？」と大人に

なんでも尋ねる時期があります。立派な成長の証ですので、面倒がらず１つ

１つに丁寧に応じてあげると、お子さんはよく考えよく理解できる子どもに

育ちます。面白いことや不思議なことに関心をもち、もっと知ろう・なぜそ

うなるかを分かろうなど、物事を探求しようとする気持ちと解決に向かえる

技術や力を身に付け、満足感や達成感たっぷりに育って欲しいと考えます。 

 今年度も職員一同、お子さんたちが元気に自分自身

も友達も大切にしながら、そして身体いっぱいに好奇

心を詰め込んで成長できるよう努めてまいりますの

で、保護者の皆様をはじめ地域の皆様の御理解と御協

力をお願いいたします。 

 

   

「事務長の生態」 

事務長 森山 正大（もりやま まさひろ）  

 美瑛高校から赴任してきました事務長です。主

に事務室に生息しています。たまに校内を徘徊し

ています。これは決してサボっているわけではあ

りません！校内に不具合がないか見回っているの

です！（睡そうな顔しているって？そんなことは

ないはず…）。学校一筋３０年、特別支援学校と高

校を行ったり来たりしていますが、聾学校は初で

す。いろいろ教わりながら… って！文字数制限

がぁぁぁ… 

 

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も学校便り「希望の鐘」を発行します。今年度

は３回の発行となりました。全校行事や学部行事など、

学校での様子は本校ウェブページでも月に 1 度のペー

スでお知らせしておりますので、そちらも合わせてご覧

下さい。今年度もどうぞよろしくお願いします。 

「これからよろしくお願いします」 

花岡 駿（はなおか しゅん）  

北海道室蘭聾学校から赴任してきました、花岡

駿と申します。 

小学部が中心ですが、ひよこ組～中3までのお

子さんが通われる学校ですので、１日でも早く顔

と名前を覚えてもらえるように、そして私自身も

全員の顔と名前を覚えられるように、元気にあい

さつしていきます。すれ違ったときには、どうぞ

よろしくお願いします！ 

 

 「心機一転」 

樋口 翔太（ひぐち しょうた）  

 北海道札幌聾学校から異動してきました。前任

校での経験を生かしながら、本校の教育活動に尽

力できたらと思っていますが、あらためて初心に

返り、また一からの気持ちで精進して参ります。 

 至らぬ点は多々ありますが、何卒よろしくお願

いいたします。 

   

 

 

 
「よろしくお願いいたします」 

荒井 紀子（あらい のりこ）  

中学部の英語と小学部の外国語活動・英語を担

当させていただきます。初めての聾学校で手話は

勉強中ですが、早く覚えてみなさんと明るく楽し

く過ごしたいです。経験も浅く至らぬ点も多々あ

るかと思いますが、精一杯頑張りますのでどうぞ

よろしくお願いいたします。 

        

 

 

 

「よろしくお願いいたします。」 

齊藤 彩嘉（さいとう あやか）  

中学部の理科と音楽を担当いたします、齊藤彩

嘉と申します。 

 体を動かすことが好きなので、中休みや昼休み

に児童生徒の皆さんとたくさん遊びたいです！ 

 精一杯頑張りますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

「明るく元気に」 

斉藤 亜矢子（さいとう あやこ）  

本年度も、旭川聾学校の皆さんと一緒に学習で

きることになり、嬉しく思っております。学校生

活の中で、子ども達の「わかった！」「できた！」

が増えるような指導を目指して頑張ります。 

どうぞ宜しくお願いいたします。 
 

「よろしくお願いします」 

関澤 佑香（せきざわ ゆか） 

本年度、専門支援員として主に幼稚部・小学部の

子どもたちと学校生活を送ることができ、大変嬉し

く思います。 

明るく元気な旭川聾学校の子どもたちに負けない

くらい毎日楽しく過ごしていきたいです、どうよろ

しくお願いします。 

        

 

 

 

「お世話になります！」 

岩井中 由恵（いわいなか よしえ） 

旭川永嶺高等学校から異動してきました。事務

室で勤務しています。特別支援学校は 2 校目です

が、ワンクッションあるため慣れるまでご迷惑を

お掛けしますが、皆様とコミュニケーションをと

りながら、お役に立てるように頑張りますので、よ

ろしくお願いします。 

 

 

  


